
高等学校におけるCS導入のイロハ
～社会教育行政からの支援とともに～

第２分科会 高等学校

発 表 者 栃木県立真岡工業高等学校 校長 井上昌幸



真岡工業高校での取組１

本校の概要

○県東地区の唯一の工業高校。生徒の７割は就職し、そのうち４割は地
 元の企業に就職する、地域密着型の工業高校。
○工業高校離れの状況も見られ、近年定員割れの状況が見られている。
○生徒の不登校や問題行動も少なくなく、コミュニケーション力や自尊感

 情の低さが見られる。
○令和１１年度に隣の農業高校（真岡北陵高校）と統合し、校地も移転す
る予定となっている。
○現在、機械科、生産機械科、建設科、

 電子科の４学科であるが、次年度から
 学科再編により、機械システム科、
 建設科、電子科の３学科となる。
○全生徒数 ４１２名
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真岡工業高校での取組１

①テーマの決定 学校の教育課題の再整理

〇基礎学力の低下
〇工業の魅力の発信不足

〇学力差の拡大
〇支援が必要な生徒の増加

〇先端技術への未対応
〇実習機器等の未整備

〇未来共創型の整理
〇校地変更による問題

志願者数の減少 生徒の多様化 工業技術の高度化 統合への準備

①本校の魅力化
②本校の強みの発信
③地域からの信頼向上

①個に応じた教育の推進
②教育相談の充実
③生徒の自尊感情の向上

①先端技術の導入
②研修機会の確保
③先進機器の利用

①学科横断学習の開発
②地域課題解決学習
③真工レガシーの発信

これらの学校課題の解決をコミュニティ・スクールで取り組む！！
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真岡工業高校での取組１

②フレームの決定 テーマ型にするかコミュニティ型にするか

〇学力差の拡大
〇支援が必要な生徒の増加

〇先端技術への未対応
〇実習機器等の未整備

〇未来共創型の整理
〇校地変更による問題

志願者数の減少 生徒の多様化 工業技術の高度化 統合への準備

①本校の魅力化
②本校の強みの発信
③地域からの信頼向上

①個に応じた教育の推進
②教育相談の充実
③生徒の自尊感情の向上

①先端技術の導入
②研修機会の確保
③先進機器の利用

①学科横断学習の開発
②地域課題解決学習
③真工レガシーの発信

どれも喫緊の課題であるため本校ではハイブリッドで取り組む！！

生徒の多様化 工業技術の高度化

志願者数の減少 統合への準備

→テーマ型のアプローチ

→コミュニティ型のアプローチ

〇基礎学力の低下
〇工業の魅力の発信不足
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真岡工業高校での取組１

③職員への説明と合意形成
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真岡工業高校での取組１

③職員への説明と合意形成

5



真岡工業高校での取組１

③職員への説明と合意形成
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真岡工業高校での取組１

④課題解決に資する委員の選任 社会教育行政からの情報提供
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真岡工業高校での取組１

⑤学校運営協議会の開催
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真岡工業高校での取組１

⑤学校運営協議会の開催

社教主事のプログラム支援
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真岡工業高校での取組１

⑤学校運営協議会の開催

委員の１人である新聞記者（下野
新聞）が取り上げ報道された。

下野新聞社提供

・委員として参加しているため臨場感
のある記述。
・通常であれば取り上げられづらい内
容。
・委員のモチベーションの向上

地域への発信強化！！
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真岡工業高校での取組１

⑥課題解決のための活動

【各グループの主な意見】
・多学科で活用する「ものづくり工房」をつくる。
・ボランティアの意向調査と情報提供・場の開拓を行う。
・ボランティア活動を顕彰する。
・中学生に向けての発信を積極的に行う。
・魅力発信のためにSNSを活用する。
・学校の前の道を「真工通り」と命名する。
・OB・OGのインタビュー記事を作成する。
・真工ブランド品の作成と販売
・地域の方々を学校に招く機会を作る。
・地域と部活動の交流を行う。 等
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真岡工業高校での取組１

⑥課題解決のための活動

○活動１
【複合交流拠点施設との連携協定の締結】

・生徒が製作した製品の展示および販売
・生徒の学習成果の発表の場づくり
・ボランティア情報や活動機会の提供

下野新聞社提供

工業技術の向上と自尊感情の向上へ！！
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真岡工業高校での取組１

⑥課題解決のための活動

○活動２
【本校前の道路を「真工通り」と命名】

・学校は無くなるが通りの名前で存続！
・生徒が市役所に相談と申請
・歴史的経緯、住民の理解
・自治会は見方（仲間）！！

「真工」レガシーの継承へ！！

市への提案書
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真岡工業高校での取組１

⑥課題解決のための活動

○活動３
【ボランティア活動の顕彰】
・学校運営協議会での意見を基に制度化
・人に優しい活動全般を顕彰
・学校全体で認め合う雰囲気に！
・自主申告で校長表彰
・ボランティア活動に弾み！

自尊感情の向上へ！！
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真岡工業高校での取組１

今後の展開

○学校運営協議会委員の自主的な動き
・OB・OGのインタビュー記事の作成（レガシーの継承）
・製品販売の体制づくり（委員がNPO法人を設立）
・「真工」の地域への発信（ラジオ、新聞、機関誌等への紹介）
・生徒の現場実習の場の開拓（委員の企業や機関）
・先端工業技術の指導（県産業技術センターの協力）

○学校としての動き
・農業・商業分野と連携した地域課題解決活動の展開
・中学生に対する出前授業や体験学習の充実
・生徒主体による６次産業の起業（※）
・生徒主体のまちづくり会社の設立（※） ※現状では本県では難しい

コミュニティ・スクールによる、「人づくり」「地域づくり」「つながりづくり」
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社会教育行政からの支援について２

栃木県の社会教育行政の強み

①教育事務所社会教育主管課を設置し、社会教育主事を３～４名を配置
②社会教育主事有資格教員の計画的な養成と配置
③公立学校全校に「地域連携教員」を指名（原則として有資格教員）

社会教育主事からの支援

・県生涯学習課が「県立学校コミュニティ・スクールサポート事業」を実施
・教育事務所の社会教育主事がコミュニティ・スクール構築支援
・県総合教育センターがコミュニティ・スクールに関する調査研究を実施

課題として県立籍の社会教育主事が少なく、
支援の場面や方法が明確になっていない。
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社会教育行政からの支援について２

県立学校支援の指南書の作成

県立学校におけるコミュニティ・スクール化支援のイロハ

・高等学校と小・中学校のコミュニ
ティ・スクールはどう違うのか

・社会教育行政がいつどのような
支援ができるか

・高等学校の状況を踏まえ、
効果的・効率的な構築方法を
一般化して整理

コミュニティ・スクール構築の
ために何をどうすればいいかを
整理して提示

私の社会教育行政での長い経験を基に
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社会教育行政からの支援について２

コミュニティ・スクール化のロードマップ

①コミュニティ・スクールで解決を目指す課題（テーマ）の決定
②コミュニティ・スクールのフレームの決定
③全教職員への説明と合意形成（必要に応じて研修の実施）
④課題解決に資する委員の選任
⑤学校運営協議会の開催（運営）
⑥課題解決のための活動
⑦学校運営協議会の評価（マネジメント）

基本的かつ効果的な手順を示し、それぞれの場面での
社会教育行政による支援内容を例示した。
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社会教育行政からの支援について２

社会教育行政からの支援の視点

①委員選任にあたっての地域人材の情報提供
②学校と地域の連携に関する職員研修の実施
③学校運営協議会におけるファシリテーション
④学校運営協議会の運営に資する効果的なプログラム支援
⑤行政組織としての他分野との連絡調整
⑥テーマに応じた広域的な支援
⑦学校運営協議会の実施における黒子的な支援
⑧連携活動の充実支援
⑨子どもたちの成長と地域づくりのための第3の目の役割

伴走支援のための支援のツボを例示
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○市の複合交流拠点施設と連携協定を
締結し、生徒が製作した製品の展示およ
び販売、生徒の学習成果の発表の場づく
り、ボランティア情報や活動機会の提供を
受けている。
○本校としては、施設で実施する事業の
情報提供や参加協力、工業技術を生か
した製品製作や修理等を行っている。
○生徒は自身の作品が地域に認められる
等の経験を通して、自尊感情の向上や郷
土愛の醸成につながっている。

栃木県立真岡工業高等学校学校運営協議会基本情報

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員数設置年度 委員数 年間開催回数

栃木県真岡市 ４１２名 令和７年度 １５名 ３回 ０名

１．工業の多様化に対応しうる実践的技術者を育成する。２．勤労を尊び、責任を重んじ、積極的に明るい未来を建設する人間を育成する。
３．健康で礼儀正しく、協調の精神に富む心豊かな人間を育成する。

学校教育目標

○県東地区の唯一の工
業高校であるが、令和１
１年度に隣の農業高校と
統合し、校地も移転する
予定となっている。
○生徒の７割は就職し、
そのうち４割は地元の企
業に就職している。
○工業高校離れの状況も
見られ、近年定員割れの
状況が見られている。
○社会教育行政として、
栃木県では教育事務所に
社会教育のセクションがあ
り、その社会教育主事が
学校運営協議会の支援
を行っている。
○学校には「地域連携教
員」が位置づけられ、原則
として社会教育主事有資
格教員が指名されている。

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

・県産業施術センター技術部長
・地元企業代表者
・まちづくり関係者
・市複合交流拠点施設責任者
・PTA会長・同窓会長
・地元新聞社記者
・自治会関係者
・近隣中学校長
・統合予定高等学校長

委員の構成

・「真工」のいいところ、わるいと
ころ！？
・これから「真工」がとりくんでいく
べきことは？
・本校生の工業技術を向上させ
るには？
・本校の魅力を地域に発信する
には？
・本校のレガシーの継承方策

これまでの主な議題例

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など

真岡工業高校学校運営協議会
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・県産業技術
センター
・地元企業
・建設業協会

・市複合交流拠
点施設
・近隣学校
・自治会

【コミュニティ型】 【テーマ型】
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